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まんのう�立�書�

協⼒

まんのう����員�

期間

2023年11⽉30⽇〜12⽉8⽇

�までの活動��

2023年度の活動

お�えしたこと ��への期待

 正友�とまんのう�立�書�とは、�を貸し�りすることからつながりが�まりました。
�共性の�い��・��として「地域��の�々のお�に立ちたい」という共�する想いがあり
ます。�くの�に気軽に相�いただける場�になることを⽬標に、協働プロジェクトを�めてい
ます。

2022年度は⼀�の�に向けた����を開�しました。
�書�の���を�⽤し、正友��員が�師となり、�2回にわたって�をしました。

まんのう�立�書�で����開�!! | ������ 正友� (SEIYUUKAI.JP)
�書�とのコラボ�� �事�了しました。 | ������ 正友� (SEIYUUKAI.JP)

 �年度は、まんのう�地域�括�援センターとまんのう�����協��が協働プロジェクトに
��してくださいました。まんのう����員�や��中��の先⽣�とともに�し�いをすす
め、��科の先⽣に�⾯協⼒をいただいて、�回の��が�現しました。

中�1年⽣の��科の�科書に「わたしたちの�⽣活」という単元があります。
テーマに�って、テキストのイラストや��の��・��がわかる��を正友��員が��し、
⽣徒たちが�題にチャレンジしました。
イラストに�てくるおじいさんを主��に「おじいさんの�るところ(��な場�や暮らしにくい
ところ)はどこか」「その����」をグループに�かれて�え、発�し�いました。
「��に��がある」「⼀�でお⾵呂に�るのは��」などたくさんのアイデアが�ました。

 �えてもらったのは「⾃�(�)にできるこ
と」「おじいさん⾃�ができること」です。
また、��個�を�り�くばかりではなく、
おじいさんの「⾃�でしたい気持ち」を⼤切
にし、どうやったらそれが�現できるか�え
ること。そのためには「その�らしさを�わ
ないように。まずはどんなことをしたいの
か、ご��の想いをうかがうようにしましょ
う」とお�えました。

 それぞれの����からは、もし��な
ところで�りごとがあったら、⾃�たちだ
けで�え�むのではなく、専⾨��や��
へ相�してください。と呼びかけました。
「わたしたちの�⽣活」の授業を�じて、
��や��のベースとなる�えを�えるこ
とができたと思います。�回の授業を受け
てくれた⽣徒たちがさらに�びを�め、地
域を�える�たちに成�していってくれる
ことを�より願っています。

https://www.seiyuukai.jp/info/headquarters/entry-670.html
https://www.seiyuukai.jp/info/headquarters/entry-678.html

